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業 務 仕 様 書
（適用の範囲及び仕様書の遵守）

第１条 本仕様書は「Ｒ６企総管 吉野川北岸工業用水道他 管路弁室等点検業務」（以下「本業務」とい

う。）に適用するものとし、本仕様書の内容に疑義を生じた場合は、監督員に仕様の確認を行うものとする。

なお、本業務は設備を構成する各機器の点検、諸測定及び調整を行い、設備の機能を常に最良の状態に維

持し、障害発生を未然に防止することを目的とするため、本仕様書に明記なき事項についても、設備の機能

上当然必要となる業務は、これを実施するものとする。

（共通仕様書の適用）

第２条 本業務仕様書に記載なき事項については、徳島県県土整備部「徳島県測量作業共通仕様書 平成２１

年４月」、「徳島県設計業務共通仕様書 平成２１年４月」、「徳島県地質及び土質調査業務共通仕様書

平成２１年４月」に基づき実施しなければならない。なお、これらに定めのないもので、港湾設計・測量・

調査等業務にあっては「港湾設計・測量・調査等共通仕様書（国土交通省港湾局編集）」に基づき実施しな

ければならない。

２ ただし、共通仕様書の各章における「適用すべき諸基準」で示された示方書、指針等は改定された最新の

ものとする。なお、業務途中で改定された場合はこの限りでない。

（共通仕様書の変更・追加事項）

第３条 「徳島県測量作業共通仕様書 平成２１年４月」、「徳島県設計業務共通仕様書 平成２１年４月」

及び「徳島県地質及び土質調査業務共通仕様書 平成２１年４月」に対する【変更】及び【追加】仕様事項

は、次のホームページに掲載の「委託業務共通仕様書（変更・追加事項）」のとおりとする。なお、入札公

告日又は指名通知日における最新のものを適用するものとする。

（徳島県ＨＰ)：「委託業務共通仕様書について」

https://www.pref.tokushima.lg.jp/jigyoshanokata/kendozukuri/kensetsu/2009033100099

（共通仕様書の読み替え）

第４条 「徳島県測量作業共通仕様書 平成２１年４月」、「徳島県設計業務共通仕様書 平成２１年４月」

及び「徳島県地質及び土質調査業務共通仕様書 平成２１年４月」において、「徳島県電子納品運用ガイド

ライン【土木事業設計業務編】」とあるのは「徳島県電子納品運用ガイドライン【土木設計等業務編】」と、

読み替えるものとする。

（成績評定の選択制（試行））

第５条 当初業務委託料（税込み）が１００万円を超え５００万円未満及び、変更契約で業務委託料が１００

万円を超えた土木工事に係る測量、設計、試験及び調査の委託業務（建物調査、不動産鑑定、除草、現場施

工管理等の委託業務は除く）は、別に定める委託業務（土木）成績評定の選択制試行要領」を適用する。

２ 前項の対象業務の受注者は、契約時、評定の実施の意向について、「委託業務（土木）成績評定に関する

意向確認書」を発注者契約担当に提出しなければならない。

３ 履行途中の評定の意向変更は原則認めないこととする。ただし、成績評定を希望した場合において、完了

時、変更契約により業務委託料（税込み）が１００万円以下となった場合は、評定は行わないものとする。

委託業務（土木）成績評定の選択制試行要領

徳島県HP https://www.pref.tokushima.lg.jp/jigyoshanokata/kendozukuri/kensetsu/7215929/

（業務委託箇所）

第６条 業務委託箇所は、次のとおりとする。

（１） 鳴門市大麻町津慈他

（導水管、鳴門配水本管、今切配水本管１・２期、今切第１・２・３配水支管、松茂配水支管）

（２） 阿南市柳島町北別当他

（送水管、配水本管、幸野配水支管、大潟配水支管、小勝配水支管、辰己配水支管）
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（業務内容）

第７条 本業務は、吉野川北岸工業用水道及び阿南工業用水道における、各管路の管、弁類及び弁室の清掃、

点検及び調査を実施し、状態の把握及び補修の要否判定を行うものである。

なお、本業務の内容については、次のとおりとする。

（１）打合せ

業務着手時に、業務内容及びその他詳細について打合せを行う。

（２）業務計画等

事前に点検及び調査の業務計画書を作成し、現地においては安全かつ迅速に業務を行う。

また、必要に応じて、関係機関との協議及び道路使用許可申請書等の各種手続きを行う。

（３）現地点検及び調査業務

ア 吉野川北岸工業用水点検及び調査対象の管路

（ア） 導水管 φ１,３５０ （ ７箇所）

（イ） 鳴門配水本管 φ６００～φ９００ （３３箇所）

（ウ） 今切配水本管１・２期 φ２００、φ７００、φ８００ （１４箇所）

（エ） 今切第１・２・３配水支管 φ１５０～φ８００ （４４箇所）

（オ） 松茂配水支管 φ１００～φ６００ （１２箇所）

※各管径は全管路の管径を表しており、点検及び調査の対象外のものも含む。

イ 阿南工業用水点検及び調査対象の管路

（ア） 送水管 φ１,０００ （１０箇所）

（イ） 配水本管 φ１,０００ （ ９箇所）

（ウ） 幸野配水支管 φ６００、φ７００ （３７箇所）

（エ） 大潟配水支管 φ１５０、φ４００、φ５００ （１４箇所）

（オ） 小勝配水支管 φ６００ （１８箇所）

（カ） 辰己配水支管 φ３００～φ８００ （３２箇所）

※各管径は全管路の管径を表しており、点検及び調査の対象外のものも含む。

ウ 点検及び調査対象の設備

（ア） マンホール

マンホールの受枠、マンホール蓋の損傷程度等の外観点検、清掃を行う。また、マンホール蓋の

がたつき等の確認を行い、軽微なものについては補修を行う。

（イ） 空気弁及び弁室

腐食状況、塗装状態、弁室の損傷程度等の外観目視点検、調査及び清掃を行う。なお、空気弁カ

バーは取り外して状態の確認を行う。

（ウ） 蝶形弁・仕切弁及び弁室

腐食状況、塗装状態、弁室の損傷程度等の外観目視点検、調査及び清掃を行う。

エ 共通事項

（ア） 点検及び調査に当たっては、別紙「弁室調査（点検）記録表」により行うこと。

（イ） 指定箇所の弁室の水替え、清掃を、必要に応じて行うこと。

（ウ） 空気弁カバー用ボルト・ナットは腐食が著しいものを交換する。交換に必要な材料については、

支給する。

（エ） マンホール開閉用具等の特殊機材及び水替え時に必要な水中ポンプ類、発動発電機は貸与する。

なお、燃料油脂類については、受注者負担とする。

（オ） 弁室内は必要に応じ換気、酸素濃度測定を行うこと。送風機類、酸素濃度計は貸与する。

（カ） 貸与品の使用中に損傷等があった場合は、受注者負担により修理もしくは新品に交換すること。

（キ） 業務期間内における貸与品の取り扱い（返却等）は監督員の指示によるものとする。

（諸法令の遵守）

第８条 受注者は、本業務の履行にあたり、次の各号に掲げる関係法令及び業務に関する諸法令を遵守するも

のとし、その運営及び適用は、受注者の負担と責任において行うものとする。

（１）労働安全衛生法

（２）電気設備技術基準

（３）その他関係法令等
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（規格）

第９条 本業務の点検、測定にあたっては、次の各号に掲げる規格を適用するものとする。ただし、監督員が

特に認めた場合は、この限りではない。

（１）日本産業規格（ＪＩＳ）

（２）電気学会電気規格調査会標準規格（ＪＥＣ）

（３）日本電機工業会規格（ＪＥＭ）

（４）その他関係規格、基準等

（提出図書）

第１０条 受注者は、「徳島県電子納品運用ガイドライン【土木工事編】（以下「ガイドライン」という。）」を準用し、各業

務段階の最終成果を電子成果品として納品（以下「電子納品」という。）しなければならない。なお、ガイドライン中の

「工事」は「業務」に、「特記仕様書・現場説明書」は「業務仕様書」に、「しゅん工」は「完了」にそれぞれ読み替えるも

のとする。

２ ガイドラインで特に記載が無い項目については、監督員と協議のうえ、提出するものとする。

３ 受注者は、原則として業務写真は電子納品するものとする。ただし、着手前及び完成写真に限り、電子及び紙の両

方の媒体で納品しなければならない。

４ 受注者は、都合により電子納品できないときは、監督員と協議のうえ、すべての書類又は図面のみを紙納品するこ

とができる。

５ 受注者は１項に定める電子成果品（正・副２部）のほか、次に掲げる図書を電子データ及び紙媒体により指定

期日までに提出しなければならない。ただし、監督員が特に認めた場合はこの限りでない。

（１）業務計画書 契約後土曜日、日曜日、祝日等を除き１０日以内に １部

ア 業務概要 イ 実施方針

ウ 作業方法 エ 業務工程

オ 業務組織計画 カ 主要機械器具

キ 成果品の内容、部数 ク 使用する主な図書及び基準

ケ 連絡体制（緊急時含む） コ その他

（２）業務成果報告書 業務完了検査請求日まで ２部

なお、点検記録は、別紙「弁室調査（点検）記録表」によるものとし、位置と弁室名を正確に反映し

た「管路概要図」を作成すること。また、点検及び調査記録をまとめた「調査日 内訳一覧表」を作成す

ること。

※「管路概要図」及び「調査日 内訳一覧表」は任意様式とする

（３）業務写真 〃 ２部

（４）監督員が指示する図書 必要部数

（その他）

第１１条 本業務に必要な点検器具及び工具類は、受注者の負担と責任において準備しなければならない。

２ 本業務にあたり、軽微な修理部品については受注者の負担とする。

３ 本業務は、受注者の責任において発注者の業務に支障のないよう行わなければならない。

４ 受注者は、本業務の工程表作成に際し監督員と協議の上決定するものとする。

５ 受注者は、本業務実施に際し監督員立会あるいは了解のもと作業を行わなければならない。

６ 本業務に起因する故障が発生した場合は、受注者の責任と費用負担によって復旧処理しなければならない。

７ 本業務実施中に故意又は過失によって他の設備及び第三者に損害を与えた場合は、すべて受注者の責任に

より補償しなければならない。

８ 本業務により不良箇所が発見された場合、受注者は速やかに監督員に報告し、その処置について協議する

ものとする。ただし、軽微なものについては受注者の負担にて補修するものとする。

９ 撤去品については、監督員が指示する場所に集めておくものとする。

１０ 本業務の交通誘導警備員(吉野川工業用水道と阿南工業用水道合算)は次のとおり見込んでいる。なお、警

察等との協議により変更が生じた場合は別途協議するものとする。

必要日数 １６日

交通誘導警備員Ｂ ３２人
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（業務の完了）

第１２条 業務終了後、発注者の行う業務完了検査の合格をもって業務の完了とする。



別紙

空気弁種類：□双口空気弁　　□急速空気弁　　□その他　　　

開閉状態 　：（　　開　　・　閉　　）　　

・点検時、特に記録したい事項

例１： 弁体等の塗装・腐食・発錆の状況など。
例２： 人孔側部クラック有り。補修の有無、要検討など。

注） ・弁室内状況の滞留水、清掃の判断は弁体を基準とする。

・写真撮影（１箇所当たり）

① 着手前（外観の全体写真）
② マンホール開（内部の状況）
③ 作業及び点検状況（抜水状況等）
④ 作業後状況（抜水後・清掃後の状況）
⑤ マンホール枠清掃後
⑥ マンホール閉（完了）
⑦ その他安全対策等
※ 抜水時の排水先がわかるように撮影すること。

管 　路　 名 弁 　室　 名 例：Ａ－１等

弁室調査（点検）記録表
事　 業　 名 ○○○○○工業用水道 点検年月日 令和○○年○○月○○日

ﾏﾝﾎｰﾙ形状 円　形（φ○○○mm）・各　形（巾○○○mm×長○○○mm）

弁 操作方向 正　　・　　逆

有　　・　　無

弁室内状況

換　 気 有　　・　　無 酸素濃度 ○○．○％

滞留水 水没　・　半水没　・　少量　・　無 抜水時間 　　○○分

清掃

弁 の 名 称
蝶形弁（φ○○○mm）・仕切弁（幅○○○mm）・空気弁（径○○○mm）

メーカー名（○○○）

弁 室 形 状 現場打、組立式等

空気弁種類及び

補修弁状態

記　　　　　　　　　　　　　　　事

ﾏﾝﾎｰﾙ状況 良　・　クラック有　・　路面との段差（○○mm）・蓋がたつき有

路面までの寸法 弁（○○○mm）  ・  空気弁（○○○mm）  ・  ﾊﾞﾙﾌﾞｷｬｯﾌﾟ（○○○mm）


